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編集後記

　「脳静脈の機能解剖」は今年の富山の JSNET 総会のトピックスの一つである．脳血管内治療

に静脈系の解剖の理解が重要であることは言うまでもないが，このような知識は随分，昔から知

られている．髄質静脈を脳室の上・外側で集める longitudinal caudate vein of Schlesinger の名前

が付く，Benno Schlesinger [1900-1983] の人生は 20 世紀前半の世界状況に翻弄されたといっても

過言ではない．彼は，ウィーンで医学教育を受けたが，ユダヤ人の家系であることから Nazism

の台頭するヨーロッパを離れざるを得なくなった．米国へ移住する前にしばらく立ち寄った

Oxford で，The venous drainage of the brain, with special reference to the Galenic system（Brain 

62:274-291, 1939）なる論文を書いている．39 歳の時である．この論文の中で，サルの一側内大

脳静脈の閉塞実験とヒトの cadaver で Galen 大静脈を閉塞し，そこから dye injection し，その分

布を観察している．これは正に functional venous anatomy の論文とも言える．深部静脈系や大脳

の transcerebral (medullary) vein など脳静脈の機能解剖の詳細な検討を行っている以外に，彼の

洞察力・先見性は鋭く，多発性硬化症の病変と静脈の鬱血の関連をその論文の中で小さく指摘し

ている．（Artificially produced perivenous extravasations of a contrast medium closely simulate 

the shape and the distribution of plaques in advanced stages of multiple sclerosis）．最近，多発性

硬化症を脳静脈系の異常と捉え，それに対する脳血管内治療が考案されたり，試みられているこ

とを知り驚いた．一つは selective drug delivery であり、もう一つは頭蓋外静脈系（内頚静脈と

奇静脈）の狭窄に対するステント治療である．今年は，上述の論文から 70 年経過している．
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